
日時：令和３年 10 月 18 日（月）15：00～ 

場所：三田市役所本庁舎３階 302 会議室Ａ 

 

第５次三田市農業基本計画策定懇話会 第２回分科会Ｂ 次第 

 

１ 開会 

 

 

 

 

２ 協議事項 

(1) 第４次農業基本計画の取り組みの振り返りについて 

 

 

 

(2) 意見交換 

 

 

 

(3) まとめ 

 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

（配布資料） 

資料１ 懇話会・分科会の進め方について 

資料２ 第４次三田市農業基本計画の成果指標 

資料３ 第４次三田市農業基本計画の取り組みについて（当日配布） 

第 1 回分科会会議録 

 

 

 

 

 

 



 

 



懇話会・分科会の進め方について 

 

第５次三田市農業基本計画の策定を進めるにあたり、次の流れにより、委員の皆さまに

はご協議いただきます。 

 

１ 第１回懇話会（８月 30 日開催済） 

(1) 座長、副座長の選任 

(2) 懇話会の役割とスケジュールの確認 

(3) 第４次三田市農業基本計画の振り返りについて 

 

２ 第１回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（９月 16 日、22 日開催済） 

(1) 第４次三田市農業基本計画の振り返りについて 

(2) 意見交換 

 

３ 第２回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（10 月 18 日、21 日、22 日開催） 

(1) 第４次三田市農業基本計画の取り組みの振り返りについて 

・前回と今回の協議をふまえ、第４次計画の各戦略の項目（三田ブランドの強化、酪

農の振興など。資料３を参照）ごとに、分科会としてのご意見を伺います。 

 

４ 第２回懇話会（11 月開催予定） 

(1) 分科会Ａ・Ｂ・Ｃにおける議論について 

・第２回分科会でいただいたご意見を、懇話会全体で共有します。 

(2) 農業・農産物に関するアンケート調査結果について（速報） 

(3) その他 

 

５ 第３回分科会Ａ・Ｂ・Ｃ（11 月開催予定） 

・これまでの分科会や懇話会での協議をふまえ、第５次計画で取り組むことについて

ご意見を伺います。 

 

６ 第３回懇話会（12 月開催予定） 

(1) 各分科会のまとめ 

・分科会のご意見を、懇話会全体で共有します。 

(2) 第５次三田市農業基本計画（素案）について 

※ 第４回懇話会の開催は、第３回懇話会の開催状況により検討いたします。 

資料１ 



 



第
4
次
三
田
市
農
業
基
本
計
画
の
成
果
指
標

戦
略

成
果
指
標

目
標
値
の
考
え
方

基
準
値

(
H
2
7
)

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

目
標
値

(
R
3
)

達
成
率

(
R
2
/
R
3
)

備
考

戦
略
1

認
定

農
業

者
お

よ
び

認
定

新
規

就
農

者
数

基
準

年
度

比
で

2
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

6
2
人

7
6
人

8
0
人

8
5
人

8
8
人

7
5
人

1
1
7
%
H
2
9
:
認
定
農
業
者
6
3
＋
新
規
就
農
者
1
3

H
3
0
:
認
定
農
業
者
6
4
＋
新
規
就
農
者
1
6

R
1
:
認
定
農
業
者
6
9
＋
新
規
就
農
者
1
6

R
2
:
認
定
農
業
者
7
1
＋
新
規
就
農
者
1
7

戦
略
1

1
経
営
体
当
た
り
の

経
営
耕
地
面
積

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
過
去

1
0
年

間
の

増
加

率
か

ら
1

割
増
加
を
目
標
と
す
る
。

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
1
,
9
0
0
㎡

1
3
,
3
0
0
㎡

1
3
,
0
0
0
㎡

1
0
2
%
2
0
2
0
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
達
成
率
を
評
価

戦
略
2

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
率

年
間

6
人

程
度

の
増

加
を

目
標
と
す
る
。

1
0
.
9
1
%

7
.
3
9
%

7
.
2
0
%

7
.
7
0
%

7
.
5
7
%

1
3
.
0
0
%

5
8
%
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
要
件
は
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
か
ら
G
A
P
の
取
組
に
変
更

戦
略
2

開
発

さ
れ

た
農

畜
産
加
工
品
の
数

年
2
件

程
度

の
開

発
を

目
標
と
す
る
。

3
件

6
件

9
件

1
5
件

1
7
件

1
0
件
(
累
計
)

1
7
0
%
H
2
9
:
湊
川
短
大
1
件

H
3
0
:
J
A
3
件

R
1
:
J
A
6
件

R
2
:
J
A
2
件

戦
略
2

肥
育
頭
数
(
県
内
産

但
馬
牛
)

平
成

2
2
年

度
の

頭
数

(
1
,
5
1
8
頭

)
ま

で
の

増
加

を
目
標
と
す
る
。

1
,
3
4
1
頭

1
,
4
1
8
頭

1
,
5
9
7
頭

1
,
7
2
1
頭

1
,
8
0
7
頭

1
,
5
0
0
頭

1
2
0
%

戦
略
3

地
場

産
レ

ス
ト

ラ
ン
年
間
来
客
数

概
ね
1
0
0
人
/
日
以
上
の
来

客
を
目
標
と
す
る
。

―
―

ー
ー

ー
4
万
人

戦
略
3

体
験
型
観
光
者
数

基
準

年
度

比
で

3
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

1
0
1
千
人

9
1
千
人

9
9
千
人

9
1
千
人

9
1
千
人

1
3
0
千
人

7
0
%

戦
略
3

市
外

で
の

直
売

活
動
等
の
延
べ
件
数

1
0
件

/
年

の
直

売
活

動
を

目
標
と
す
る
。

5
件

2
5
件

3
5
件

4
3
件

5
0
件

5
0
件
(
累
計
)

1
0
0
%
H
2
9
:
市
外
1
3
件

(
大
阪
、
神
戸
、
尼
崎
、
鳥
羽
、
川
西
等
)

H
3
0
:
市
外
1
0
件
(
大
阪
、
神
戸
、
伊
丹
)

R
1
:
市
外
8
件
(
大
阪
、
神
戸
)

R
2
:
市
外
7
件
（
東
京
、
神
戸
）

戦
略
4

飲
食

店
・

企
業

等
で

の
三

田
産

の
利

用
数

2
～

3
店

舗
/
年

の
増

加
を

目
標
と
す
る

5
6
店
舗

7
1
店
舗

7
2
店
舗

7
9
店
舗

7
9
店
舗

7
0
店
舗

1
1
3
%
H
2
9
:
1
5
件
登
録

H
3
0
:
1
件
登
録

R
1
:
7
件
登
録

R
2
:
0
件
登
録

戦
略
4

パ
ス

カ
ル

さ
ん

だ
で

の
地

場
農

産
物

販
売
高

基
準
年
度
比
で
1
5
％
の
増

加
を
目
標
と
す
る
。

6
.
1
億
円

5
.
6
億
円

5
.
1
億
円

5
.
4
億
円

6
.
0
億
円

7
.
0
億
円

8
6
%

戦
略
4

学
校

給
食

で
の

地
場
野
菜
使
用
率

基
準

年
度

比
で

2
割

増
加

を
目
標
と
す
る
。

2
8
.
5
7
%

3
4
.
6
2
%

3
1
.
4
0
%

3
1
.
4
0
%

3
1
.
9
0
%

3
5
.
0
0
%

9
1
%
全
野
菜
の
使
用
品
目
に
占
め
る
地
場
野
菜
の
使
用
率
で
算
出

R
2
:
1
5
品
目
/
4
7
品
目
中

戦
略
5

集
落

営
農

組
織

化
集
落
数

年
間

1
集

落
の

営
農

組
織

の
設
立
を
目
標
と
す
る
。

2
0
集
落

2
5
集
落

2
5
集
落

2
6
集
落

2
6
集
落

2
5
集
落

1
0
4
%

戦
略
5

鳥
獣

害
の

農
作

物
被
害
額

基
準
年
比
で
2
5
％
の
削
減

を
目
標
と
す
る
。

1
3
,
1
7
8
千
円

1
3
,
1
4
2
千
円

1
9
,
9
9
0
千
円

1
0
,
1
2
1
千
円

8
,
7
2
0
千
円

1
0
,
0
0
0
千
円

8
7
%

資
料
２



 



第
４
次
三
田
市
農
業
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
つ
い
て

戦
略

項
目

施
策
の
方
向
性

取
組
名

取
り
組
み
の
概
要

実
績
値
(
※
累
計
:
H
2
9
～
R
2
)

主
な
成
果
と
課
題

戦
略
2
-
1
⑴

三
田

ブ
ラ

ン
ド

の
強
化

2
)
安

全
・

安
心

な
農
業
の
推
進

①
環

境
保

全
型

農
業

直
接
支
援
対
策

・
よ

り
環

境
保

全
に

効
果

の
高

い
営

農
活

動
の

普
及

推
進

を
図

る
た

め
、

自
然

環
境

の
保

全
に

資
す

る
農

業
生

産
活

動
の

実
施

に
伴
う
追
加
的
コ
ス
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
水
稲
の
特
別
栽
培
農
産
物
：
5
7
.
2
h
a
（
H
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
6
.
6
h
a
（
R
2
）

○
合
鴨
農
法
に
よ
る
水
稲
栽
培
：
1
.
7
h
a
（
H
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
.
7
h
a
（
R
2
）

②
農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
力
強
化
・
消
費
拡
大

・
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

を
推

進
す

る
た

め
、

地
場

産
品

の
購

入
に

ポ
イ

ン
ト

が
つ

く
仕

組
み

を
構

築
し

、
消

費
者

・
生

産
者

が
一
体
と
な
っ
て
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
フ

ァ
ー

ム
マ

イ
レ

ー
ジ

チ
ケ

ッ
ト

交
換

件
数

：
4
,
3
5
6
枚

（
累

計
）

③
有
機
農
業
の
推
進

・
有

機
農

業
を

志
す

就
農

希
望

者
へ

の
市

内
有

機
農

業
農

家
を

紹
介
し
ま
し
た
。

・
三

田
有

機
農

業
講

座
の

開
催

を
支

援
や

県
主

催
等

の
有

機
農

業
に
関
す
る
研
修
会
の
周
知
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
就
農
相
談
件
数
：
1
6
2
件
（
累
計
）

戦
略
2
-
2
⑵
酪
農
の
振
興

1
)
耕

種
農

家
と

畜
産
農
家
の
連
携

①
W
C
S
の

生
産

等
の

取
り

組
み
推
進

・
市

産
地

交
付

金
で

粗
飼

料
生

産
水

田
へ

の
堆

肥
散

布
を

行
う

農
業

者
を

支
援

す
る

ほ
か

、
三

田
市

耕
畜

連
携

推
進

協
議

会
等

に
よ

る
W
C
S
(
稲

発
酵

粗
飼

料
)
生

産
の

取
組

み
を

推
進

し
ま

し
た
。

○
W
C
S
取
組
面
積
：
2
8
h
a
（
H
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
 
2
2
h
a
（
R
2
）

◆
成
果

・
市

産
地

交
付

金
で

粗
飼

料
生

産
水

田
へ

の
堆

肥
散

布
を

行
う

農
業

者
へ

の
支

援
や

三
田

市
耕

畜
連

携
推

進
協

議
会

等
に

よ
り

W
C
S
(
稲
発
酵
粗
飼
料
)
生
産
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
課
題

・
畜

産
農

家
の

廃
業

や
種

耕
農

家
の

減
少

な
ど

の
要

因
か

ら
、

W
C
S
(
稲
発
酵
粗
飼
料
)
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

戦
略
４

⑵
市
民
の
食
育

1
)
学

校
で

の
食

育
の
推
進

①
安

全
な

さ
ん

だ
の

食
材
等
学
校
給
食
活
用

・
学

校
給

食
に

三
田

産
地

場
野

菜
（

三
田

米
も

）
を

使
用

し
、

地
産
地
消
を
推
進
し
ま
し
た
。

・
食

育
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

で
食

育
や

地
産

地
消

の
大

切
さ

を
普

及
啓
発
し
ま
し
た
。

○
地
場
産
野
菜
品
目
数
：
4
8
品
目
中
1
5
品
目
（
R
2
）

②
食
育
推
進

・
絵

手
紙

コ
ン

ク
ー

ル
や

学
校

給
食

展
に

よ
り

、
三

田
の

食
材

を
味

わ
う

喜
び

や
楽

し
さ

と
、

農
家

の
み

な
さ

ん
へ

の
感

謝
の

気
持
ち
の
醸
成
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

・
R
2
年

度
は

県
産

和
牛

肉
学

校
給

食
提

供
事

業
を

活
用

し
三

田
肉
を
提
供
し
ま
し
た
。

○
絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
数
：
6
,
4
9
5
作
品
（
累
計
）

○
学
校
給
食
へ
の
三
田
肉
提
供
回
数
：
各
4
回
（
R
2
）

③
ご
は
ん
給
食

・
学

校
給

食
の

米
飯

給
食

が
一

般
化

さ
れ

た
た

め
米

飯
と

パ
ン

の
差
額
助
成
制
度
を
H
2
9
年
度
末
で
廃
止
し
ま
し
た
。

④
三

田
肉

ふ
る

さ
と

給
食

・
三

田
肉

の
活

用
は

食
材

購
入

費
全

体
の

中
で

検
討

す
る

こ
と

と
し

、
購

入
費

用
に

対
す

る
助

成
制

度
を

H
2
9
年

度
末

で
廃

止
し

ま
し
た
。

⑤
食
育
講
座

・
市

政
出

前
講

座
及

び
市

内
の

高
校

生
向

け
に

食
育

講
座

を
実

施
し
ま
し
た
。

○
市
政
出
前
講
座
実
施
数
：
5
4
回
（
累
計
）

○
　
　
　
〃
　
　
参
加
者
数
：
2
,
4
3
2
人
（
累
計
）

①
地

場
野

菜
学

校
給

食
事
業

・
給

食
の

地
場

野
菜

供
給

を
支

援
す

る
た

め
、

５
か

年
の

野
菜

平
均
価
格
と
の
差
額
を
助
成
し
ま
し
た
。

○
学
校
給
食
の
地
場
野
菜
の
使
用
率
：
3
1
.
3
％
（
R
2
）

2
)
大
人
の
食
育

②
健
康
料
理
教
室

・
健

康
診

断
受

診
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

教
室

（
バ

ラ
ン

ス
の

よ
い
食
事
講
和
な
ど
）
を
実
施
し
て
い
る
。

※
R
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
。

○
ヘ

ル
シ

ー
ク

ッ
キ

ン
グ

教
室

の
実

施
数

：
9
回

（
H
2
9
～

R
1
累

計
）

○
ヘ

ル
シ

ー
ク

ッ
キ

ン
グ

教
室

の
参

加
者

数
：

2
0
5
人

（
H
2
9
～

R
1
累
計
）

③
野
菜
摂
取
Ｐ
Ｒ

・
野

菜
摂

取
P
R
事

業
と

し
て

、
企

業
で

野
菜

摂
取

量
の

確
認

シ
ー
ト
を
使
っ
た
野
菜
摂
取
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

※
R
3
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
活
用
し
た
啓
発
を
検
討
中
。

○
普
及
啓
発
の
実
施
数
：
1
7
回
（
H
2
9
～
R
1
累
計
）

○
参
加
者
数
：
5
,
2
2
6
人
（
H
2
9
～
R
1
累
計
）

④
い
い
歯
の
日
フ
ェ
ア

・
「

い
い

歯
の

フ
ェ

ア
」

と
し

て
、

食
育

関
係

団
体

と
連

携
し

健
康
づ
く
り
の
普
及
・
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
R
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
。

○
い
い
歯
の
フ
ェ
ア
参
加
者
数
：
3
,
8
0
0
人
（
H
2
9
～
R
1
累
計
）

⑤
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

け
る

食
育

情
報

の
掲

載

・
食

育
取

組
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
結

果
を

市
H
P
に

掲
載
し

、
食

育
関

係
団

体
間

の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

・
さ

ん
だ

食
育

ネ
ッ

ト
で

市
民

や
食

育
関

係
団

体
へ

市
の

事
業

等
の
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

○
食
育
関
係
団
体
数
：
3
8
団
体
（
R
2
）

⑥
集
団
食
育
教
室

・
市

管
理

栄
養

士
に

よ
る

食
育

教
室

で
総

菜
や

缶
詰

と
い

っ
た

中
食
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

・
R
3
年

度
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

と
対

面
の

２
回

を
食

育
教

室
と

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

○
食
育
教
室
の
実
施
数
：
2
4
7
回
（
H
2
9
～
R
2
累
計
）

○
食
育
教
室
の
参
加
者
数
：
1
0
,
1
1
2
人
（
H
2
9
～
R
2
累
計
）

◆
成
果

・
消

費
者

の
有

機
農

産
物

へ
の

関
心

の
高

ま
り

に
よ

り
、

水
稲

の
特

別
栽

培
農

産
物

の
面

積
が

H
2
7
年

度
の

3
8
.
4
ｈ

a
か

ら
R
2
に

は
7
6
.
6
ｈ

a
へ

と
増

加
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

国
庫

補
助
事

業
を

活
用

し
た

環
境

保
全

型
農

業
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

ま
す

。
(
R
2

年
度
1
0
団
体
)

●
課
題

・
持

続
可

能
な

循
環

型
農

業
の

定
着

に
は

、
継

続
し

た
有

機
J
A
S

認
証

や
ひ

ょ
う

ご
安

心
ブ

ラ
ン

ド
な

ど
の

有
機

農
業

や
低

農
薬

の
取
り
組
み
の
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
成
果

・
学
校
給
食
で
地
場
産
品
を
使
用
す
る
場
合
の
補
助
を
実
施
す

る
な
ど
の
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

・
三
田
市
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
H
P
で
の
コ
ラ
ム
掲
載

や
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、
食
育
活
動
を
促
進
し
ま
し
た
。

・
健
康
増
進
課
や
学
校
給
食
課
と
連
携
し
な
が
ら
食
育
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
し
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
食
育
や
地
産

地
消
の
大
切
さ
の
普
及
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
課
題

・
積
極
的
に
大
学
生
や
高
校
生
に
対
す
る
地
産
地
消
の
啓
発
や

農
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

・
大
人
を
対
象
と
し
て
、
効
果
的
な
食
の
大
切
さ
や
農
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
周
知
啓
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
料

３



戦
略

項
目

施
策
の
方
向
性

取
組
名

取
り
組
み
の
概
要

実
績
値
(
※
累
計
:
H
2
9
～
R
2
)

主
な
成
果
と
課
題

戦
略
５

⑵
農

村
を

取
り

巻
く

自
然

環
境

の
維

持

1
)
鳥

獣
被

害
対

策
の
推
進

①
有
害
鳥
獣
防
除
対
策

・
鳥

獣
被

害
対

策
実

施
隊

に
よ

る
捕

獲
活

動
を

行
う

と
と

も
に

、
防

除
柵

設
置

補
助

に
よ

る
防

除
活

動
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

○
有
害
鳥
獣
被
害
額
：
1
3
,
1
4
2
千
円
（
H
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
8
,
7
2
0
千
円
（
R
2
）

②
ジ
ビ
エ
の
有
効
活
用

・
ジ

ビ
エ

の
有

効
活

用
を

検
討

し
ま

し
た

が
、

捕
獲

頭
数

が
商

業
ベ
ー
ス
に
は
届
か
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

2
)
森

林
、

里
山

の
保
全
と
利
活
用

①
森
林
整
備

・
人
工
林
の
間
伐
・
造
林
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
森
林
病
害
虫
対
策

・
ナ

ラ
枯

れ
対

策
と

し
て

、
伐

倒
駆

除
を

行
い

ま
し

た
。

H
2
7
年

度
の

被
害

先
端

地
指

定
か

ら
5
年

以
上

が
経

過
し

、
被

害
は

終
息

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

○
ナ
ラ
枯
れ
被
害
材
積
：
3
,
3
1
4
㎥
（
H
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4
4
㎥
（
R
2
）

③
里

山
管

理
住

民
参

画
型
森
林
整
備

・
住

民
参

加
（

市
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
に

よ
る

里
山

保
全

活
動

を
支
援
し
ま
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
数
：
3
団
体
（
累
計
）

④
里

山
共

生
ま

ち
づ

く
り
推
進

・
里

山
の

再
生

を
目

指
す

た
め

、
資

源
循

環
型

竹
林

整
備

補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
補
助
実
績
：
5
件
（
累
計
）

◆
成
果

・
獣
害
防
除
柵
設
置
累
計
は
約
2
0
0
k
m
に
及
び
、
R
2
年
度
に
は
目

標
額
に
迫
る
8
,
7
2
0
千
円
に
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
ナ
ラ
枯
れ
対
策
を
実
施
し
た
結
果
、
R
2
年
度
に
は
被
害
が

ピ
ー
ク
時
の
1
0
％
に
ま
で
低
減
し
ま
し
た
。

●
課
題

・
三
田
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
平
均
年
齢
が
7
0
歳
を
超

え
る
な
ど
高
齢
化
が
進
み
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
急
が
れ

る
と
と
も
に
捕
獲
活
動
の
省
力
化
が
早
急
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

・
持
続
可
能
な
里
山
の
管
理
が
必
要
で
す
。


